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国
及
び
東
京
都
に
お
い
て
職
員

の
退
職
手
当
の
支
給
率
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
と
の

均
衡
を
図
り
、
普
通
及
び
定
年
退

職
等
に
係
る
退
職
手
当
の
支
給
率

を
削
減
す
る
た
め
、
並
び
に
雇
用

保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
失
業
者
の
退
職

手
当
に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
市
長
が
提
案
し

た
も
の
で
す
。

　

６
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
退
職
手
当
の

最
高
支
給
率
は
、
定
年
退
職　

・
６２

７
月
、
普
通
退
職　

・
２
月
で
し

５９

た
が
、
経
過
措
置
を
経
て
、
そ
れ

ぞ
れ　

・
２
月
、　

月
に
引
き
下

５９

５０

げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

　

年
７
月
１
日
か
ら
の
施
行
で
す
。

１６
　

市
長
が
再
度
提
案
し
た
一
般
会

計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
関
連
予

算
に
関
し
て
質
疑
が
集
中
し
ま
し

た
。

　

主
な
質
疑
内
容
は
、
市
長
が
推

進
す
る
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現

在
は
都
市
再
生
機
構
）
施
行
の
再

開
発
事
業
に
対
す
る
是
非
に
つ
い

て
で
し
た
。（
仮
称
）
市
民
交
流

■質
 

賛
成
多
数
に
よ
り
修
正
可
決
し

た
一
般
会
計
予
算
を
再
議
に
付
す

と
い
う
こ
と
は
、
市
民
生
活
よ
り

も
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事

業
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

■答
 

修
正
可
決
し
た
予
算
を
再
議
に

付
す
の
は
つ
ら
い
が
、
将
来
の
小

金
井
市
を
考
え
た
場
合
、
や
む
を

得
な
い
措
置
だ
っ
た
。

■質
 

①
市
長
が
再
議
に
付
し
た
こ
と

は
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
と
の
こ
と

だ
が
市
長
の
見
解
は
。

②
各
商
店
街
の
再
開
発
の
要
望
を

職
員
公
務
災
害
等
見
舞
金
支
給

条
例

第

２

回

定

例

会
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基
本
構
想
に
沿
っ
て
や
っ
て
き
て

い
る
わ
け
で
、
中
央
線
の
連
続
立

体
交
差
事
業
と
同
時
に
こ
の
再
開

発
事
業
を
行
う
の
が
最
適
と
考
え

る
。

■質
 

①
今
、
再
議
が
議
題
と
な
っ
て

い
て
、
再
開
発
が
議
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
今
回
の
再
議

書
の
提
出
は
、
再
議
権
の
乱
用
で
、

法
律
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

②
地
方
自
治
法
で
首
長
と
議
会
の

権
限
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
再

議
は
乱
用
と
は
思
わ
な
い
が
、
再

議
書
を
提
出
す
る
市
長
の
考
え
は
。

■答
 

①
再
議
は
乱
用
し
て
い
な
い
と

考
え
る
。
再
議
に
付
さ
な
い
で
物

事
が
進
む
の
が
一
番
よ
い
と
思
っ

て
い
る
。

②
市
民
に
向
か
っ
て
市
政
を
運
営

し
て
い
る
。
市
長
選
挙
の
と
き
の

再
開
発
の
公
約
を
外
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
ま
た
、
議
会
と
の
対

立
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

協
調
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

■質
 

①
こ
の
再
開
発
事
業
の
等
価
交

換
に
つ
い
て
、
数
字
を
挙
げ
て
地

権
者
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

②
再
開
発
地
域
の　

階
建
て
ビ
ル

２５

の
権
利
床
部
分
が
埋
ま
ら
な
い
場

合
は
、
吹
き
抜
け
に
す
る
と
い
う

が
お
か
し
い
と
思
う
。
市
長
の
見

解
は
。

③
再
開
発
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
再

議
に
つ
い
て
は
、
取
り
下
げ
て
ほ

し
い
。

■答
 

①
こ
の
再
開
発
の
権
利
変
換
と

い
う
の
は
、
基
本
的
に
財
産
の
交

換
で
あ
り
収
益
は
関
係
な
い
。

②
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
以
下
、

公
団
と
い
う
。
現
、
都
市
再
生
機

構
。）が
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
て

い
る
か
関
知
し
て
い
な
い
。

③
再
議
の
撤
回
に
つ
い
て
は
、
法

的
に
は
で
き
な
い
。

■質
 

①
再
開
発
ビ
ル
の
地
下
構
造
物

に
よ
っ
て
地
下
水
に
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
。
湧
水
と
い
う
環

境
財
産
を
守
れ
る
の
か
。
駅
前
の

緑
化
も
含
め
、
環
境
対
策
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
地
権
者
の
方
々
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
意
見
書
の
賛
否
の
内
訳
が
わ

か
ら
な
い
中
で
、
こ
の
再
開
発
事

業
を
進
め
て
も
必
ず
途
中
で
頓
挫

す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■答
 

①
環
境
面
の
一
層
の
配
慮
に
つ

い
て
は
、
公
団
と
協
議
し
て
い
る
。

湧
水
に
つ
い
て
は
、
小
金
井
市
の

地
下
水
及
び
湧
水
を
保
全
す
る
条

例
に
基
づ
い
て
、
今
後
影
響
が
出

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。

②
そ
の
意
見
書
は
、
国
土
交
通
省

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
本
市
は

関
知
し
て
い
な
い
。
意
見
書
の
内

容
が
示
さ
れ
れ
ば
、
対
応
で
き
る

も
の
は
対
応
す
る
。

■質
 

①
武
蔵
小
金
井
駅
の
南
口
に
関

し
て
は
、
駅
前
広
場
の
整
備
と
現

在
地
で
の
公
会
堂
の
建
て
替
え
を

す
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
、
見
解
は
。

②
再
開
発
事
業
を
含
め
て
７
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
約　

億
円
の
事
業

５６９

費
が
見
込
ま
れ
る
。
小
金
井
市
の

財
政
を
破
綻
さ
せ
な
い
か
。

③
再
開
発
地
域
へ
の
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
の
出
店
に
つ
い
て
、
小
金
井

市
全
体
の
商
業
を
考
え
て
い
る
と

は
思
え
な
い
が
、
見
解
は
。

■答
 

①
駅
前
広
場
は
再
開
発
事
業
に

あ
わ
せ
て
東
京
都
が
整
備
し
て
く

れ
る
。

②
昨
年
６
月
の
総
務
企
画
委
員
会

で
平
成　

年
度
ま
で
の
財
政
計
画

２２

を
示
し
て
い
る
。
破
綻
す
る
こ
と

は
な
い
。
公
債
費
比
率
等
を
考
慮

し
て
財
政
計
画
を
立
て
て
い
る
。

③
現
状
で
は
市
民
は
日
用
品
以
外

は
、
他
市
に
行
っ
て
買
物
を
済
ま

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
商
売

を
す
る
事
業
者
の
方
々
が
い
ろ
い

ろ
な
形
で
競
争
を
し
て
い
た
だ
い

た
ほ
う
が
、
消
費
者
に
と
っ
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

■質
 

市
民
福
祉
に
と
っ
て
必
要
な
の

は
、
生
き
て
い
け
る
た
め
の
環
境

を
整
え
、
自
然
環
境
を
保
護
し
て

い
く
こ
と
と
考
え
る
。
こ
の
再
開

発
事
業
が
本
当
に
市
民
の
福
祉
の

増
進
に
な
る
と
考
え
る
の
か
。

■答
 

環
境
は
で
き
る
か
ぎ
り
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
都
市
基
盤

の
整
備
も
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
方
分
権
の
時
代
、

税
収
構
造
を
改
善
し
て
い
く
観
点

か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
や
再
開

発
地
域
内
に
建
設
予
定
の　

階
建

２５

て
ビ
ル
に
つ
い
て
、
立
地
条
件
や

資
金
計
画
、
環
境
問
題
、
小
売
業

者
の
収
益
性
等
の
観
点
か
ら
質
疑

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
は
現
行

の
計
画
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
答

弁
し
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
議
員
か
ら
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
関

連
予
算
や
東
小
金
井
駅
北
口
区
画

整
理
事
業
等
の
経
費
を
削
除
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
し
、
市
長
が
提
案
し

た
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は

１６

修
正
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

再
議
に
対
す
る
反
対
討
論（
要
旨
）

若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

　

市
長
原
案
に
固
執
し
丸
呑
み
を

求
め
る
市
長
の
姿
勢
が
こ
う
着
状

態
を
招
い
た
。
慎
重
派
議
員
へ
の

攻
撃
ま
が
い
行
為
、
５
月　

日
に

２４

予
算
成
立
せ
ね
ば
永
久
に
補
助
金

が
来
な
い
等
、
不
正
確
情
報
流
布

も
あ
っ
た
。
①　

階
建
て
ビ
ル
の

２５

景
観
、
野
川
水
源
分
断
問
題
の
対

策
が
不
十
分
。
②
国
交
省
に
地
権

者
の
意
見
書　

通
が
出
た
が
賛
否

３１

内
訳
が
明
ら
か
で
な
く
地
権
者
の

協
力
が
得
ら
れ
る
確
証
が
な
い
。

③
再
開
発
問
題
を
考
え
る
間
、
議

会
が
認
め
た
他
の
予
算
を
先
に
執

行
す
べ
き
で
あ
る
。

再
議
に
対
す
る
賛
成
討
論（
要
旨
）

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

新
年
度
予
算
が
３
月
定
例
会
で

森
戸
議
長
裁
決
で
否
決
、
暫
定
予

算
に
。
第
２
回
臨
時
議
会
で
再
度

本
予
算
の
審
査
、
野
党
議
員
が
街

づ
く
り
を
除
い
た
修
正
案
を
可
決
。

昨
年
４
月
稲
葉
市
長
は
中
央
線
の

高
架
化
と
共
に
駅
周
辺
の
街
づ
く

り
を
公
約
し
再
選
さ
れ
た
。
街
づ

く
り
が
で
き
な
い
修
正
予
算
に
再

議
書
提
出
は
当
然
。
小
金
井
だ
け

が
街
づ
く
り
に
遅
れ
、
今
が
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
。
い
つ
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
地
震
に
備
え
て
都
市

基
盤
を
整
備
し
、
市
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
２
回
臨
時
会
で
一
般
会
計
予

算
の
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
が
、

市
長
は
政
策
意
思
に
反
し
、
市
民

の
福
祉
増
進
に
支
障
を
来
す
と
し

て
、
再
議
に
付
し
ま
し
た
。

　

修
正
可
決
さ
れ
た
予
算
は
出
席

議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が

得
ら
れ
ず
、
修
正
可
決
の
と
お
り

決
定
す
る
こ
と
は
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
市
長
の
提
案
し
た
予

算
の
原
案
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
務
上
の
傷
病
退
職
等
の
場
合

の
退
職
手
当
の
加
算
制
度
を
見
直

す
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
公
務
上

の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
に

伴
う
見
舞
金
制
度
を
創
設
す
る
た

め
、
市
長
が
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

見
舞
金
の
種
類
と
し
て
は
５
種

類
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
務
災
害

死
亡
見
舞
金
は
３
千
万
円
（
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
場
合
は
２
千　

万
円
）。

２５０

通
勤
災
害
死
亡
見
舞
金
は
千　

万
５００

円
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
千　
１２５

万
円
）。公
務
災
害
障
害
見
舞
金
は

最
高
３
千
万
円
（
障
害
等
級
に
応

じ
て
区
分
）。通
勤
災
害
障
害
見
舞

金
は
最
高
千　

万
円
（
障
害
等
級

５００

に
応
じ
て
区
分
）。
休
業
見
舞
金

は
最
高
６
万
円
（
付
加
給
付
日
数

に
応
じ
て
区
分
）
で
す
。

　

６
月
２
日
の
本
会
議
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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審

議

の

概

要

審

議

の

概

要

第
2
回
臨
時
会

審
議
し
た
主
な
議
案

今
読
み
上
げ
た
が
、
市
長
は
市
長

選
挙
で
公
約
と
し
て
再
開
発
推
進

を
掲
げ
て
当
選
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
地
元
の
方
々
の
声
を
聞

い
た
上
で
の
現
在
の
考
え
は
。

③
今
の
再
開
発
案
で
進
行
し
な
い

と
、
乱
開
発
を
招
く
恐
れ
が
あ
る

と
も
地
権
者
の
方
か
ら
聞
く
。
こ

れ
か
ら
の
小
金
井
市
は
ど
う
あ
る

べ
き
と
考
え
る
か
。

■答
 

①
②
③
行
財
政
改
革
が
進
み
、

財
政
健
全
化
も
大
き
な
成
果
が
あ

が
り
つ
つ
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
環
境
が
整
っ
て
き
た

と
考
え
る
。
小
金
井
市
の
第
３
次

議
案
第　

号
平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
予
算
に
係
る
再
議
書

２７

１６

に
対
す
る　
質
疑

　

小
金
井
市
議
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
市
議
会
や
議
員
の

仕
事
、
請
願
や
陳
情
の
出
し
方

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
冊
子
「
知
っ
て
み
よ
う
！
行

っ
て
み
よ
う
！
小
金
井
市
議
会

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

企
画
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
文
章

な
ど
、
議
員
自
ら
の
手
で
作
成

し
た
手
づ
く
り
の
冊
子
で
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
議

会
事
務
局
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

第
3
回
臨
時
会

市
議
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た


